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（課題名）持続可能な農業の実現を目指した高温耐性かつ 
    高窒素利用効率を有する水稲品種の高速育種 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 農研機構作物研究部門 小川 大輔 
 
２ 研究期間：令和４年度～令和６年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

将来予想される高温環境や環境負荷を抑えた低窒素条件でも高収

量・高品質をもたらす水稲系統を作出する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  高温耐性遺伝子や高窒素利用効率遺伝子を有する系統の高速作出 

高速世代促進手法を用いて、現行品種に高温耐性や高窒素利用効

率に関わる遺伝子を導入し、系統を作出する。 
（農研機構） 

 

② 複数環境での作出系統の評価 

作出系統を富山県、鹿児島県、茨城県の圃場や温室、並びに人工気

象器で栽培し、高温や低窒素環境における特性を評価する。 
（農研機構、富山県農林水産総合センター、鹿児島県農業開発総合センター） 

    

５ 最終目標 

有用遺伝子を単独あるいは複数入れた系統を合計 50種類以上作出し

て形質調査を実施し、高温・低窒素環境下で高収量・高品質をもたらす

最適な遺伝子セットを明らかにする。 

 

６ 期待される効果・貢献 

本研究により作出する優良系統の品種化により、将来予想される高

温環境下での低投入型栽培を可能にする。また、遺伝子情報を他作物に

適用することにより、持続可能な農業の推進に貢献する。 

 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構作物研究部門 029-838-7401】 
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